
戸田市第５次総合振興計画後期基本計画協働会議 

第１回協働会議 
 
 
 

日時  令和６年９月１９日（木） 

     午後７時から 

会場   市役所５階 大会議室 

 

式 次 第 

 

1 開     会 

 

2 オリエンテーション 

 

3 テーブルディスカッション 

 

4 フリートーク 

 

5 閉     会 

 



２．オリエンテーション



総合振興計画とは？

・市が発展していくための最上位計画に位置付
けられ、長期的展望に立って市政の基本的な方向
を明らかにするとともに、まちづくりを行うため
の指針となるものです。

・市の事業を展開する上で、基本となるものです。

・市民の方にとっては、行政の方針を確認する資
料となるとともに、市民の自主的な活動の方向を
示すものになります。
つまり・・・今後の市のあり方、方向性を示す、非常に重要な計
画となります。（１０年間の計画となります。）

今回皆様には、10年間の後期の５年の方向性を議論いただき
ます。



第５次総合振興計画の構造

◎市が目指す将来都市像

「『このまちで良かった』
みんな輝く 未来共創のまち とだ」

◎基本構想を実現するための
分野別の具体的な方針

◎方針に対して、
行政が具体的に実施する事業

基本構想
(１０年)

基本計画
（前期５年、後期５年）

実施計画
（行政が実施する事業）

協
働
会
議
で
は
、
こ
の
部
分
に

つ
い
て
、
提
言
を
行
い
ま
す
。

(例)子育て支援 ⇒ 子育て不安の解消

○○補助事業、〇△相談事業 など



参照：第５次総合振興計画における将来都市像と
基本目標等

計画推進のために（全ての分野における４つの基本的な考え方）
質の高い行財政
運営の推進

協働による
まちづくり

情報共有・
発信の強化

信頼される
行政の実現



基本計画
７つの基本目標(めざすべき姿)を実現するための
３２の施策

・それぞれの基本目標の下に位置づけられている

・基本目標を実現するために１つの基本目標ごと

に施策を設けている。
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〇行政主導のまちづくりの限界

（市民・議会・行政による三者協働の

まちづくり体制の構築が必要）

↓

〇自治基本条例（２０１４年７月施行）

↓

まちづくりの根幹となる総合振興計画

の基本計画（具体的な方針）の策定に

おいて、三者にて協議を行い、それぞ

れの立場から意見を出しつつ、話し合

います。

自治基本条例・協働について
まちづくりの４つの基本原則

協働会議



会議の進め方①



会議の進め方②



第５次総合振興計画と一体的に策定した計画等

①【戸田市国土強靱化地域計画】 ※冊子135ページから

目的：大規模自然災害が起こっても機能不全に陥らないまちづくりを推進すること。

国土強靱化に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための指針となる。

期間：令和３年度から令和７年度まで

構成：８つの目標と２９のリスクシナリオ

②【戸田市まち・ひと・しごと創生総合戦略】 ※冊子190ページから

目的：戸田市に見合った人口展望の実現、社会情勢を捉えた地域経済の発展、

まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立を目指し、将来にわたって活力ある

豊かな地域社会を持続させていくこと。

期間：令和３年度から令和７年度まで

構成：４つの基本目標と１０の施策


